
（調査概要）

南空知地域（夕張市・岩見沢市・美唄市・三笠市・南幌町・由仁町・長沼町・栗山町・月形町）において、
患者・家族の望む看取りができる体制を構築するため、今後、需要が高まると予測される高齢者施設における
看取りの実態や意見を把握し、医療・介護関係者の育成等に資することを目的に、調査票に郵送自記式による
調査を実施しました。（調査期間：平成30年5月下旬から6月11日）

（調査結果）

１ 調査票の回収率

８０．６％（回収83/配布103）

２ 看取りへの対応状況

・入居者・家族の看取りの意向に対して、「希望があった場合に対応する」施設は、45施設（54.2%）「原則対
応しない」施設は、３５施設（42.2%）であった。

・認知症対応型グループホームや有料老人ホーム及びサービス付高齢者向け住宅では、希望があった場合対応
するが、６割強の回答であった。

３ 看取りの実際

・「希望があった場合対応する」と「その他」と回答した48施設、全てにおいて、本人・家族の看取り希望に
より、施設内での看取りを実施していた。

・認知症対応型グループホーム、サービス付き高齢者向け住宅で、看取り希望及び看取り数が増加していた。

４ 看護職の配置状況（看取り対応施設 n＝48）

（n＝83）

特別養護老人ホーム 16 7 43.8% 9 56.2% 0 0.0%

介護老人保健施設 9 5 55.6% 3 33.3% 1 11.1%

介護療養型医療施設 2 2 100.0% 0 0.0% 0 0.0%

養護老人ホーム 5 0 0.0% 5 100.0% 0 0.0%

軽費老人ホーム 5 0 0.0% 5 100.0% 0 0.0%

認知症対応型グループホーム 31 21 67.7% 8 25.8% 2 6.5%

有料老人ﾎｰﾑ・ｻｰﾋﾞｽ付高齢者向け住宅 15 10 66.7% 5 33.3% 0 0.0%

計 83 45 54.2% 35 42.2% 3 3.6%
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特別養護老人ホーム 7 80 77 94 94 90 90

介護老人保健施設 6 8 8 10 10 11 11

介護療養型医療施設 2 48 34 24 20 25 25

認知症対応型グループホーム 23 15 8 33 8 47 18

有料老人ﾎｰﾑ・ｻｰﾋﾞｽ付高齢者向け住宅 10 22 22 26 26 42 33

計 48 173 149 187 158 215 177

回答

施設数

H27年 H28年 H29年

看取り対応
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看護師配置

施設数
常勤 非常勤

（再）

准看護師

特別養護老人ホーム 7 7 26 11 24

介護老人保健施設 6 6 44 9 29

介護療養型医療施設 2 2 12 0 8

認知症対応型グループホーム 23 17 5 14 6

有料老人ﾎｰﾑ・ｻｰﾋﾞｽ付高齢者向け住宅 10 5 10 5 9

計 48 37 97 39 76



５ 看取りに対応していない理由及び看取り実施の希望

「看取りは原則対応しない」と回答した35施設中、条件が整えば看取り実施可能と回答した施設は、19施設
であった。

６ 看取りを実施する上で重要なこと

看取りを実施する上で重要なこととして、「医師の対応（往診含む）がいつでも可能なこと（93.8%）」、
「施設として明確な方針をもっている（87.5%）」、「職員の協力・理解（85.4%）」の順に高かった。

特に重要なことも,重要なことと同様に、「医師の対応（往診含む）がいつでも可能なこと（66.7%）」、
「施設として明確な方針をもっている（48.0%）」、「職員の協力・理解（45.8%）」の順に高かった。
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看取りを実施する上で重要なこと（複数回答） n=48
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調査実施主体：北海道空知総合振興局保健環境部保健行政室

連絡先：企画総務課企画係 （TEL 0126-20-0101）


